
「宇宙利⽤の現在と未来に関する懇談会」の検討背景
新宇宙基本計画の概要

（令和2年6⽉30⽇）

宇宙政策の推進に当たっての基本的スタンス

2040-2050年頃の未来ビジョン

宇宙利⽤の現状
日本では、「準天頂衛星システム」の認知度は男女間に
差があり、男性でもせいぜい20%。

宇宙への関⼼度・理解度

準天頂衛星「みちびき」
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静⽌気象衛星「ひまわり」

米国では、宇宙に関する関心度・理解度は高い。
• 米が宇宙探査のリーダであり続けることは重要

（72％）。ISSは良い投資（80％）。宇宙探査のNASA
の役割は引き続き重要（65％）。

• 宇宙企業は利益を上げると確信（81％）。

（出典：NISTEP 2019年)

（出典：米ピュー・リサーチ・センター 2018年)
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多数⼩型衛星による通信網
（メガコンステレーション）
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2050年に⽇本が⽬指すべき未来
世界潮流への対応と⽇本固有の課題克服が必要。あるべき姿は「豊かで持続
可能な社会」

きぼう（ISS）での
宇宙医学実験

（⾦井宇宙⾶⾏⼠）

JAXA/NASA

気象庁

2050年の「ありたき姿」
⽇本が⽬指すべき2050年のありたき姿は「誰もが安⼼して安全に暮せる社会」

①世界の中の⽇本
⽇本の良さ・強みを活かした世界へ
の貢献
②産業・企業・国際競争⼒
デジタル×フィジカルで新たな付加
価値を創造
③地域・社会・コミュニティ
地域マネジメントを強化し、持続可

能な地域社会へ
④⽣活・家計・働き⽅
多様な価値観に基づく「⾃分らし
い」⼈⽣を実現
⑤政府・財政・社会保障
⼈⽣100年時代を⽀える財政・社会
保障制度へ

①「雇⽤・教育」の姿
意欲あるすべての意図に学びの機会
が確保され、多様で効率的な雇⽤シ
ステムが実現
②「医療・社会保障」の姿
健康寿命の延伸を通じて医療等公的
負担を軽減し、社会保障制度の持続
性を確保
③「社会インフラ」の姿
世界を惹き付けるスーパーメガリー

ジョンと、⼈々が安⼼して安全に暮
せるコンパクトシティを構築
④「環境・エネルギー」の姿
エネルギーを⾃給化し、温室効果ガ
スの「80%削減」⽬標を達成
⑤「産業構造」の姿
テクノロジーを最⼤限に活⽤して事
業環境の変化に対応、国内市場創出
とグローバル競争⼒強化の好循環を
実現する産業構造へと転換

（出典︓三菱総合研究所「未来社会構想2050」、2019年10⽉）

（出典︓みずほフィナンシャルグループ「2050年のニッポン
〜課題を乗り越え、 輝き続けるために〜」 2017年12⽉）

宇宙政策に関する具体的アプロ―チ
(1) 宇宙安全保障の確保
(2) 災害対策・国⼟強靭化や地球規模課題の解決への

貢献
(3) 宇宙科学・探査による新たな知の創造
(4) 宇宙を推進⼒とする経済成⻑とイノベーションの実現
(5) 産業・科学技術基盤を始めとする我が国の宇宙活動

を⽀える総合的基盤の強化

(1) 安全保障や産業利⽤等のニーズに基づく出⼝主
導の宇宙政策

(2) 投資の予⾒可能性を与え、⺠間の活⼒を最⼤限
活⽤する宇宙政策

(3) ⼈材・資⾦・知的財産等の資源を効果的・効率
的に活⽤する宇宙政策

(4) 同盟国・友好国等と戦略的に連携する宇宙政策

本懇談会の検討の進め⽅

2020年

2040〜
2050年頃

• 宇宙利⽤がどこまで進展して
いるか

• 宇宙利⽤の進展が⽣活者・消
費者に理解されているか

• 「ニュー・ノーマル時代」に
社会システムがどうなるか

• 宇宙システムがどのように貢
献できるか

COVID-19

宇宙利⽤の現在

宇宙利⽤の未来

コロナウィルスの影響を受けた社会変化

（出典︓⽯⽥構成員ご提供資料）

コロナウィルスの影響を受け、さまざまな点でこれからの
国⺠⽣活や社会経済が変わると⾒込まれる。

今後10年間の宇宙政策の基本⽅針




